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行事紹介
第1回全国学校給食・栄養教諭等研究協議大会
　令和6年8月1日・2日に今まで別々に開催されていた全国学校給食研究協議大会と全国
栄養教諭・学校栄養職員研究大会が、今年度より新しく全国学校給食・栄養教諭等研究協
議大会と名称を変更して第1回大会が、長野県長野市ホクト文化ホールをメイン会場に開
催されました。
　主題は、「組織で取り組む学校における食育推進の在り方～全教職員が食育の必要性を理
解し、子供に必要な食育を行うために～」についてのシンポジウムと学校給食の管理及び食
に関する指導について分科会が2日間にわたり実施されました。　　
　また、令和6年度学校給食文部科学大臣表彰式が行われ、本県宇都宮市立豊郷中学校栄
養教諭塚原治子様が学校給食功労者として受賞されました。おめでとうございます。
　来年度は、茨城県で開催となります。

令和6年度学校給食調理従事者等食育研究大会
　令和6年8月20日（火）に栃木県教育会館大ホールにおいて、調理従事者及び学校給
食関係者349名の方々が参加して開催されました。
　当日は学校給食調理員等永年勤続者表彰（今年度は該当者なし）・児童代表による「感
謝のことば」をいただきました。
　また、講演として料理研究家　コウケンテツ氏による「キッチンからはじまる家族
の絆、家族（学校給食）で楽しむ食育児」と題し料理を通じて家族・親子のコミュニケー
ションや、世界を旅して見てきた料理や体験談のお話をいただきました。

栃木県学校給食研究会　三澤 雅子 副会長
（鹿沼市立南摩小学校長）

料理研究家　コウ ケンテツ 氏 

講　演主催者あいさつ
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「感謝のことば」

僕たちの毎日の学校生活には、欠かせないものがあります。それは、美味しい
給食です。毎日、給食を作ってくださる調理員さんには、心から感謝の気持ちを
伝えたいです。

給食にはたくさんの工夫が詰まっています。毎日、栄養バランスを考えたメ
ニューを作ってくださるおかげで、僕たちは元気いっぱいに過ごすことができて
います。僕は、バスケットボールをやっているのですが、毎日食べる給食のおか
げで、厳しい夏の暑さの中でも全力でプレーできる強い体になりました。

そして、調理員さんたちは、ただ美味しい料理を作るだけでなく、安全にも気
を配ってくださっています。僕たちの学校には約500人の児童がいますが、500
人分の給食を、毎朝早くから、食材を厳選し、清潔な環境で調理している姿を見
たとき、その努力に感動しました。僕たちが安心して食事ができるのは、調理員
さんたちの細やかな配慮のおかげです。

僕は、あと 7か月くらいで小学校を卒業します。少しささみしい気持ちもあり
ますが、卒業までに、とても楽しみにしていることがあります。それは、卒業を
お祝いするバイキング給食です。新型コロナウィルス感染症が流行していた時期
は中止となっていましたが、昨年から復活しました。昨年の 6年生からは、何種
類もの果物やスイーツが並んだデザートが絶品だったと聞いています。今年は調
理員さんがどんなメニューを用意してくれるのか、今からワクワクしています。
おいしい料理を囲んで、みんなでお祝いすることが、最高の思い出になること間
違いなしです。

給食の時間は、友達と楽しく過ごす大切なひとときです。美味しい料理を囲んで、
笑顔があふれる時間を作ってくださる調理員さんに、心からありがとうと言いた
いです。調理員さんのおかげで、僕たちの学校生活は、とても豊かで楽しいもの
になっています。

これからも、どうぞよろしくお願いします。そして、本当にありがとうござい
ます。調理員さんの作る給食が、僕たちの元気の源です。

児童代表　宇都宮市立瑞穂台小学校

六年　幸田 來人
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第19回うつのみや食育フェア
　令和6年10月6日（日）うつのみや食育フェア実行委員会主催でライトキューブ宇都宮・
宮みらいライトヒルを会場とし、第19回うつのみや食育フェアが開催され、当会も出展団
体の一員として参加いたしました。
　当会ブースでは、学校給食を通じて食育推進を啓発するというテーマを基に、学校給食
で人気がある［揚げパン］を提供いたしました。今回は、宇都宮市産小麦を原料としたコッ
ペパンを700個用意し、ココア味・いちごミルク味・れもんミルク味（別途レシピ掲載）の
中からいずれかを、一人一人リクエストに応じ
て味付をしてお渡ししました。
　試食された方からは「とてもおいしい」「家庭
でも作ってみたい」「れもんミルク味が変わって
いてリクエストした」等の御意見をいただきま
した。
　また、宮っ子ランチの給食献立のフードモデ
ルを展示したり、当会の事業について来場者に
ご説明させていただきました。

①200℃の油でパンをひっくり
返しながら揚げます。パンの
周りがカリッとしてきたらザ
ルに上げます。（目安は約１
分）
※ヤケドには注意して下さい。

②お好みの粉（下のレシピを参
考に）を熱いうちにパンにま
ぶします。この時、パンが冷
めてしまうと粉がつきにくく
なります。粉は多めに用意し
ておくとつけやすくなります。

③完成です！！
　材料さえあれば簡単に出来
ます！ぜひお家のおやつにお
試しあれ！！パンの耳で作って
もおいしく出来上がります。

＜レシピ＞ ※5人分（30gのコッペパンを使用した場合）
【ココア】
・ココア･･････････････30g
・グラニュー糖････････30g

●アレルギー小麦・乳
220kcal/個

【いちごミルク】
・ミルメークいちご････15g
・グラニュー糖････････15g
・ホイッピー･･････････30g
●アレルギー小麦・乳・大豆

233kcal/個

【れもんミルク】　
・レモネード･･････････30g
・グラニュー糖･････････ 5g
・ホイッピー･･････････30g
●アレルギー小麦・乳・大豆

237kcal/個

（公財）栃木県学校給食会

揚げパンの作り方揚げパンの作り方

完成！
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学校栄養士さんからのメッセージ

　この職に就いて30年以上が経ち、仕事内容も採
用された頃と今とでは大きく異なっています。
　採用されたときは給食センター勤務で学校栄養
職員は２名配置。当時は一人職での辛さは全くあ
りませんでした。同僚に恵まれ、相談しながら仕
事をした日々。平成７年に発生した大規模な食中
毒事故により、学校給食の衛生管理が次々に変わ
り、日々戸惑いながらも同僚と最善策を探して仕
事ができたことに、ただ感謝しかありません。
　私の中で「一人職はつらいよ！」と思うように
なったのは、単独校勤務になってからです。先生
方との職種の違い、学年や教科で協力しあって働
いている先生方を目の当たりにすると疎外感を感
じるようになりました。学校給食に携わり、何も（事
故が）ないのが当たり前。でも様々なトラブルや
緊急に判断し対応しなければいけないことは出て
きます。専門職として対応策を考え、管理職に報告・
相談し、乗りきる。でも悩むことはあるし、誰か
に愚痴も聞いてもらいたい。一人で思い悩むこと
も多々ありましたが、今振り返るとまだ少し若かっ

たときにそう感じていたように思います。
　歳を重ね、経験を積んだからなのか、図々しく
なったからなのかはわかりませんが、今では「つ
らい」だけではない「喜び」も感じるようになり
ました。周りでそっと支えてくれる人が必ずいま
す。そういう存在や行為に気付いたときには大き
な喜びがあります。「大変な仕事を頑張っているね」

「今日の〇〇もおいしかったよ」と声をかけてくれ
る先生、最終退出にならないよう気遣ってくれる
先生、そっと机の上にお菓子を置いてくれる先生、
何気なく悩みを聞いてくれる同僚。一人で頑張っ
ているつもりでも、本当はたくさんの人に支えら
れていることを感じて、今は「つらい」より多く
の「喜び」があります。
　新規採用されたら、職務の全容が見えないまま
いきなり職場で一人前として働くことを要求され
ます。１年経っても２年経っても、何度職場を異
動してもわからないことだらけです。でも、支え
てくれる人はたくさんいます。苦労も喜びも自分
の財産だと思います。

一人職での苦労と喜び
宇都宮市立豊郷中学校

栄養教諭

塚原　治子

　私は小中学生の頃、少食で食に対してあまり興味がありま
せんでした。そんな私が食に興味を持ったのは、高校生の時
に軽い気持ちで始めたダイエットがきっかけです。食に関す
る知識が少ない中、過度なダイエットで体調を崩してしまい、
辛い経験をしたからです。このことをきっかけに食べること
は生きることに繋がっていると感じ、栄養学に興味を持つよ
うになりました。大学では栄養学を学び、卒業後は委託給食
会社に就職しました。そこでは、小学校の調理員として働いて
いました。子どもたちから「美味しい給食をいつもありがとう
ございます」と声をかけてもらえることにやりがいを感じてい
ましたが、調理をするだけではなく子どもたちの成長を食事の
面から支えたいと思い、学校栄養士を目指すようになりました。
　現在は、小山中学校に勤務し、小山中学校と豊田中学校の
約670食の給食を提供しています。食材料を発注することや
学校ごとに日課が異なるため、仕上がりの時間を調整するこ
となど難しいと感じることが多くあります。しかし、教室を

回っている時に、「給食美味しかったです！」
「苦手だったけど全部食べられました！」と
声をかけてもらえるととても嬉しくやりがい
を感じます。また、子どもたちが笑顔で楽し
そうに食事をしている姿を見ると「この仕事
を選んでよかった」と改めて感じます。
　私の今後の目標は、子どもたちに「食」の大切さを伝える
ことです。食べることは生きることに繋がります。また、子
どもの頃の食生活は身体の基礎を作ります。子どもの頃に食
べた給食が、大人になった時に、食生活を考える上で良い影
響を与えられるよう、給食の時間が充実した学びの時間にな
るよう取り組んでいきたいです。
　いつも支えてくださる教職員の方々、栄養士の先輩方、調
理員の皆さんに感謝の気持ちを忘れず頑張っていきます。ま
だまだ至らない点も多々あると思いますが、これからもご指
導のほどよろしくお願いいたします。

学校栄養士としての抱負 小山市立小山中学校　　　　
（小山中学校給食共同調理場）床井　華奈
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令和6年度学校給食用パン品質審査会成績表
◇　評価　◇

優…特に優れる（80.0点以上）　良…優れる（75.0～79.9点）　可…普通（70.0～74.9点）　不可…劣る（69.9点以下）
◇　パンの種類　◇

1…食パン　　2…コッペパン　　3…特殊パン

審査日　第2回 令和6年10月11日（金）　第3回 令和7年1月24日（金）
番号 パン工場名 代表者名 第2回目 第3回目

種類 得点 評価 種類 得点 評価
1 （有）文明軒 黒川　和秀 1 78.4 良 2 81.0 優
2 （有）滝乃金田屋 金田　　淳 2 81.9 優 2 80.1 優
3 パン工房 せいげつどう 石塚　　章 3 82.2 優 1 82.3 優
4 （株）鹿沼市学校給食パン工房 若林　敬志 1 76.8 良 3 82.1 優
5 大沢屋製菓（有） 内田　健二 2 82.8 優 2 82.4 優
6 （株）オオタヤ 芝野　眞也 2 81.1 優 1 79.8 良
7 （有）カマヤ 木塚　淳一 1 81.1 優 3 80.8 優
8 上原パン店 上原　光市 2 79.1 良 2 82.0 優
9 那須学校給食パン工場 鈴木　裕之 3 80.9 優 2 81.7 優
10 佐野市学校給食（協） 藤波　一博 3 80.8 優 2 79.2 良
11 福地製パン（有） 福地　伸二郎 2 80.4 優 3 81.4 優
12 足利市学校給食（協）パン工場 小島　晃一 3 82.4 優 2 79.0 良

　大田原市立薄葉小学校で勤務して、早くも1年が経とうと
しています。赴任初日がつい最近のことのように思えますが、
4月より一回りも二回りも大きくなった子どもたちを見ては、
その成長の早さに驚かされるとともに月日が経ったことを実
感します。
　中学生の頃からの長年の夢であり、栄養士という道を志す
きっかけにもなった学校栄養士として実際に勤務したこの1
年間、数え切れないほどたくさんの喜びや大変なことがあり
ました。学校栄養士という専門職として負う責任の重さを痛
感すると同時に、子どもたちの成長に直接関わることができ、
大きなやりがいを感じる素晴らしい仕事だと改めて心から思い
ます。同じ学校の先生方や地域の栄養士の先輩方にも恵まれ、
学校の中の教職員として、また学校栄養士として勤める上で大
切なことをたくさん教えていただきました。そして、日々の業
務について新しく知る中で、その多岐にわたる業務を長年そつ
なくこなしている諸先輩方には、尊敬の念に耐えません。

　毎日お世話になっている同じ学校や地域の
栄養士の先生方、新採指導に携わって頂いた
先生方、委託会社の調理員の方々、そして学
校給食会をはじめとした業者の方々など、非
常に多くの方の御指導、また助力を頂き、こ
の1年間大きな事故もなく給食を提供することができました。
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。少しでも多くのものを
返せるよう、また、子どもたちの健やかな成長に大きく寄与し、
生涯にわたって望ましい食習慣を身につけるきっかけとなれ
る学校栄養士を目指して、これからも日々研鑽に励み、精一
杯勤めていきたいと思います。未熟な点も多く今でも反省し
きりの毎日ですが、学んだことをひとつでも多く活かせるよ
う、初年度の気持ちを大切にして、これからもひたむきに業
務に取り組んでいきたいと思います。
　まだまだ至らぬ点が多々ありますが、今後とも御指導のほ
どよろしくお願いいたします。

学校栄養士としての抱負 大田原市立薄葉小学校石川　彩奈

　体の健康は、食べ物で維持することができることに魅力を
感じ進路を決めたのが、栄養士を目指したきっかけです。私
の栄養士人生は給食委託会社の入社から始まり、そこから４
年間、こども園の栄養士として勤務していました。食事は楽
しいと思ってもらうことを意識しながら給食づくりをしてい
ましたがその一方で、食を選択する機会が増える児童期・思
春期の子供たちに食の大切さを伝える仕事をしたいと思って
いました。そのために、食に関する指導を行いたかったので
学校栄養士を志していました。
　現在は、佐野市立葛生義務教育学校所属・佐野市立北部学
校給食センターに勤務しており、13校、約3900食の給食を
提供しています。私には頼れる先輩方が近くにいて、調理員
の皆さんや、学校の先生方、児童生徒にも助けられ、恵まれ
た環境の中で働いています。学校へ行ったときの児童生徒、
先生方からの「苦手だけどひと口は食べました！」「いつも給
食おいしいです」等の声が本当に励みになります。学校給食

は児童生徒にとって登校する理由になる程、
学校生活には欠かせないものになっているこ
とを知り、学校給食は児童生徒の心身を支え
ている重要なものだと強く感じました。この
ような大切なことを任されているからこそ、
栄養素のバランスはもちろん、行事食や郷土料理など、わく
わくするような給食を提供出来たら良いなと思っています。
また、念願だった食に関する指導でしたが、実際は毎回とて
も緊張します。授業後、児童生徒の会話の中で指導した内容
が話題に出ると、食について話すきっかけ作りが出来ている
ように感じ、嬉しく思います。これからも食の大切さを伝え
ることはもちろん、児童生徒とよくコミュニケーションをと
れる場でもあるので大切にしていきたいです。
　学校栄養士として１年経とうとしています。これからも未
熟で至らぬ点が多々あるかと思いますが、今後ともご指導の
ほどよろしくお願いいたします。

学校栄養士としての抱負 佐野市立葛生義務教育学校　　　
（佐野市立北部学校給食センター）中　愛以美


